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研究成果の概要（和文）：英語などの definiteness とは異質でありながら、日本語にも独自の

尺度で名詞句の形式特性を「定的」または「不定的」に二分する仕組みがある可能性を示した。

また、名詞句に伴われる意味には「名詞句の形そのものが誘発する意味解釈」が関与すること

を示した。 

 
研究成果の概要（英文）：This study shows that Japanese noun phrases could have formal 

features of ‘indefiniteness-oriented’ and ‘definiteness-oriented’ structures, even though the 

way the language orients the concept to its own NP structure differs from the way English 

does. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 研究代表者(中井)は、研究開始までの 10

年余の間、日本語と英語における
DEFINITENESS に関する研究、及び、その
一環として日本人学習者による英語の冠
詞や名詞句の習得に関する研究、その他
の日英語比較研究を続けてきた。それに
よって「日本語名詞句が統語形式上の
定・不定を区別する binary system を備
えていないことから、英語の(不)定名詞
句が担う意味機能が、日本語では“名詞
句”という形式だけに収まらない形で具

現されており、そこでは語用論的分析も
不可欠である」ことが判明した。この事
実を理論的に整理し、多くの言語データ
によって検証することが本研究の出発点
になった。 

(2) 研究分担者(西山)は、意味論的・語用論
的研究の第一人者であり、名詞句の指示
性・非指示性について注目すべき新しい
仮説を提案している。そのような意味論
的研究は、日英語の DEFINITENESS に関係
する研究に資するところが大きい。 
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２． 研究の目的 
(1) 本研究の目的は、DEFINITENESS という概

念を名詞句の形式特性として言語普遍
的に捉えることを起点に、日本語に相応
しい定表現・不定表現の形式区分モデル
を構築することである。 

(2) [±definite]という形式特性が、英語で
は「定名詞句・不定名詞句」として具現
化される一方で、日本語でも「限定名詞
句・素名詞句」として具現化されること
の妥当性を、広範なデータを用いて検証
する。 

(3) [定]・[不定]および[限定]・[素]という
形式特性を DEFINITENESS の相関概念と
して捉え、両言語における DEFINITENESS
の具現形式（構造）を、名詞句の
REFERENTIALITY(指示性・非指示性)に着
目して意味論的・語用論的に分析し、体
系的にまとめる。 

  
３． 研究の方法 

(1) DEFINITENESS（定性）という概念と名詞

句の指示性に関するこれまでの研究成

果を見直し、統語形式上の二項分類とし

ての DEFINITENESS/ INDEFINITENESS（定

表現と不定表現）と、それらと相互作用

する意味機能としての REFERENTIALITY

（指示性・非指示性）との関係を分析す

るために必要な諸概念（理論的枠組み）

を整理した。 

(2) 上記 1で行った英語の定表現と指示性に

ついての意味論的考察に加えて、語用論

的考察を展開した。さらに、日本語にお

ける(非)指示性の具現形式をデータを

用いて観察・分析し、英語名詞句の定表

現・不定表現に相当する日本語の統語形

式（構造）を抽出・選定・分類した。 

 
４．研究成果 

(1) 英語などの(in)definiteness とは異質

でありながら、実は日本語にも独自の尺

度で名詞句の形式特性を「定的

（definiteness- oriented）」または「不

定的（indefiniteness- oriented）」に

二分する仕組みがあると仮定し、その妥

当性を示した。具体的には、不定的な具

現形式としての「素名詞句（すめいし

く：plain NP）」、定的な具現形式として

の「非素名詞句（ひ-すめいしく：

non-plain NP）」という形で存在する可

能性を示し、名詞句の形式特性と意味解

釈の関係性を検討した。 

(2) 「素名詞句」と「非素名詞句」という用

語は、著者が命名した名詞句分類の名称

である。素名詞は「本」「少年」「水」の

ような普通名詞それ自体から成る名詞

を指す。普通名詞とは、ある類（カテゴ

リー）に属する個物（メンバー）のすべ

てに通じて適用される名称を表すもの

である。「本」一語なら素名詞それ自体

を主要部とする素名詞句であり、「難し

い本」「先生の本」「昨日買った本」であ

れば主要部の素名詞「本」に修飾表現が

付いた素名詞句だと捉える。一方、非素

名詞句は、表 1 に挙げたようなⅠ‐Ⅴ群

の非素名詞（表現）を主要部とし、素名

詞句でない名詞句のすべてが該当する

と仮定している。 

 

表 1. 非素名詞(表現)のタイプ 

Ⅰ 「本件」「某所」

「当社」 

限定詞的な接頭

辞が内在する形 

Ⅱ 「東京」「太郎」 固有名詞 

Ⅲ 「私」「彼女」「そ

れ」 

代名詞 

Ⅳ 「学生たち」「子

供ら」 

一部の複数表現 

Ⅴ 「この本」「例の

本」 

「とある本」「3 冊

の本」 

限定詞＋名詞 

 

 

(3) 図 1、図 2 の二つの正方形が表している



 

 

XNP は、どちらも名詞句という概念によ

る言語表現全体を大まかなイメージで

示した言語普遍的な領域があると仮定

している。 

 

図 1.  XNP 領域の切り取られ方（英語） 
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図 2.  XNP 領域の切り取られ方（日本語） 
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XNP の領域は言語間で完全に一致するも

のではないが、自然言語の普遍性を踏ま

えると一定の共通域があると考えられ

る。その領域内において、英語では定名

詞句でないものは不定名詞句であり、不

定名詞句でないものは定名詞句である

ことが前提になる。また、日本語では非

素名詞句でないものは素名詞句であり、

素名詞句でないものは非定名詞句であ

ることが前提になる。実際には、XNP の

領域内において、日本語の［素］［非素］

が具現される部分は、それぞれ、英語に

おける［定］［不定］の両方を一部ずつ

包含するものだと考えられる。要するに、

英語と日本語の名詞句構造では XNP 領

域の切り取られ方
．．．．．．

が形式的に異なると

いえよう。 

(4) 冠詞を持たない日本語の名詞句構造を

形式的に捉えるには、英語のような定/

不定の二分法は適合しない。しかし、そ

れは日本語名詞句に形式特性が存在し

ないということではない。英語の名詞句

構造の中で［定/不定］が形式特性として

区別されるように、日本語の名詞句構造

においても［素/非素］が形式特性として

区別される仕組みがあると考えること

で、発話の意味解釈には、名詞句の形そ

のものによって誘発される部分がある

ことが認識できる。また、そのような認

識は、名詞句の形式特性について言語間

で何を以て「定的」「不定的」と見なす

かという根拠に大きな違いがあったと

しても、母語および他言語の名詞句構造

を理解する上で重要な鍵となる要素で

あると考える。 
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